
2020

7
July

Vol.52

JAしまねびより
特
集	

「
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
関
す
る

　
　
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」最
終
集
計
結
果
の
ご
報
告

島根の
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詳細は6ページへ 隠岐地区本部版



お問い合わせ先：地元地区本部畜産担当者まで

お問い合わせ先：最寄りの地域農業再生協議会（市町村・ＪＡ）まで

●肥育牛経営等緊急支援特別対策事業…枝肉価格の下落に対する出荷奨励金交付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出荷延期に伴う掛かり増し経費の支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛マルキン負担金免除

●優良肉用子牛生産推進緊急対策事業…全国平均価格が一定額下回った際の奨励金
●肉用子牛流通円滑化等緊急対策………出荷延期に伴う掛かり増し経費の支援

　新型コロナウイルス感染症の発生により売上げが減少する等の影響を受けた高収益作物
（野菜・花き・果樹・茶）について、次期作に前向きに取り組む生産者の皆さまを支
援いたします。

令和２年２月から４月の間に野菜、花き、果樹、茶について、出荷実績がある又は廃棄等
により出荷できなかった生産者

♦高収益作物の次期作に向けた取組に対して、次のとおり支援します。

♦次期作に向けた下記の①～③のいずれかの取組を行う場合に、10a当たり２万円を支援します。
　（野菜、花き、果樹、茶）　※中山間地域等では単価を１割加算

♦高品質なものを厳選して出荷する取組に対して、取組を行った人数・日数に応じ、１人・１日あた
り2,200円を支援します。

　※新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年２月以降、厳選出荷に取り組んだ期間が対象となります。

【対象品目】
花き、茶、施設栽培の大葉、わさび、ぶどう及びおうとう、マンゴー
※施設栽培のうち、いわゆる雨よけハウスは除きます。

【支援単価】
①基本単価５万円/10a　（野菜、花き、果樹、茶）　※中山間地域等では単価を１割加算

②施設栽培のうち高集約型品目の単価
対象品目（高集約型品目）：新型コロナウイルス感染症の影響で需要が減少した品目 交付単価
施設栽培の花き、大葉及びわさび 80万円/10a
施設栽培のぶどう及びおうとう、マンゴー 25万円/10a

【対象施設】加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設

支援対象となる生産者

支援内容その１（要綱第４の２の（１）関係）

支援内容その２（要綱第４の２の（２）関係）

支援内容その３（要綱第４の２の（３）関係）

・生産・流通コストの削減の取組
・種苗、肥料、農薬等の資材の購入
・土壌改良資材の投入
・自動環境制御装置の活用

①新たに直販等を行うためのHP等の整備
②新品種・新技術の導入等に向けた取組
③海外の残留農薬基準への対応又は有機農業・GAP等の取組
　※２万円/10a×取組数（３取組（①②③全て）で、最大６万円/10a）

・作業環境の改善の取組
・事業継続計画の策定
・機械化体系の導入
・被覆資材の導入

・空調装置の導入
・環境制御盤の導入  等
　　

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた生産者の皆さまへ

対象となる
取組例

対象となる
取組

高収益作物次期作支援交付金のご案内

肉用牛の生産を行う畜産農業者へのご案内
肥育農家向け

繁殖農家向け

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
6
月
5
日
、
松
江
市
の
本
店
に
お

い
て
Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
用
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
Ｊ
Ａ

の
介
護
事
業
所
お
よ
び
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
へ
マ
ス
ク

１
０
，０
０
０
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
に
は
終
息
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
第
２
波
が
警
戒
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
Ｊ

Ａ
で
も
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
組
合
員
・

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
介
護
事
業
所
や
健
診

施
設
を
運
営
し
て
お
り
、
感
染
予
防
に
向
け
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
日
々
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。マ

ス
ク
を
受
け
取
っ
た
石
川
寿
樹
組
合
長
は
「
ま

だ
ま
だ
介
護
事
業
の
現
場
等
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防

止
対
策
に
気

を
抜
け
な
い

状
況
が
続
い

て
い
る
。
頂

い
た
マ
ス
ク

は
あ
り
が
た

く
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た

だ
く
」
と
話

し
ま
し
た
。

農
家
の
安
全
確
保
や
作
業
負
担
軽
減
、
ま
た
農
業
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
や
す
ぎ
地
区
本
部
と
雲
南
地
区
本
部
で
農
作
業
の
軽
減
用
機
械
の
実

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

や
す
ぎ
地
区
本
部
を
含
む
安
来
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
（
安
来
市・

島
根
県
東
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
安
来
支
所・安
来
市
農
業
委
員
会
）は
６
月
10
日
、

安
来
市
に
あ
る
農
事
組
合
法
人
よ
し
だ
の
タ
マ
ネ
ギ
圃
場
な
ど
で
、
収
穫
機
械
や

乾
燥
機
の
実
演
会
を
開
催
し
、
営
農
組
合
や
関
係
者
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
収
穫
機
で
掘
り
起
こ
し
た
タ
マ
ネ
ギ
を
ピ
ッ
カ
ー
で
拾
い
上
げ
、
コ

ン
テ
ナ
詰
め
す
る
ま
で
の
作
業
を
機
械
で
行
い
、
乾
燥
作
業
で
は
短
期
間
で
乾

燥
さ
せ
る
吸
風
式
の
特
殊
な
装
置
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
労
働
力
の
軽
減
や

作
業
時
間
の
短
縮
な
ど
、
作
業
の
効
率
化
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

同
地
区
本
部
で
は
水
田
を
活
用
し
た
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
を
促
進
す
る
た
め
、
播

種
か
ら
乾
燥
ま
で
生
産
に
必
要
な
一
連
の
機
械
を
導
入
し
、
今
年
度
か
ら
生
産

者
へ
の
貸
出
事
業
を
開
始
。
こ
れ
に
よ
り
生
産
者
の
機
械
導
入
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
低
減
を
進
め
、
タ
マ
ネ
ギ
の
産
地
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
雲
南
地
区
本
部
で
は
、
傾
斜
地
で
の
除
草
作
業
を
軽
減
す
る
ラ
ジ
コ

ン
草
刈
り
機
の
実
演
会
を
６
月
５
・
６
日
の
両
日
、
仁
多
郡
奥
出
雲
町
で
管
内

の
農
業
法
人
を
対
象
に
開
催
し
、
近
隣
の
営
農
組
合
な
ど
の
代
表
者
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
実
演
が
行
わ
れ
た
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
り
機
は
、
走
行
部
を
モ
ー
タ
ー
で
駆

動
し
、
エ
ン
ジ
ン
で
刈
刃
を
駆
動
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を
採
用
す
る
こ
と

で
、
力
強
く
安
定
し
た
草
刈
り
作
業
が
で
き
る
う
え
、
刈
幅
は
70
㎝
、
刈
高
３

～
９
㎝
、
最
大
傾
斜
45
度
ま
で
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
農
家
に
と
っ
て
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、短
時
間
で
き
れ
い
に
刈
り
取
る
様
子
を
見
た
参
加
者
は「
安
定
感
や
ス
ピ
ー

ド
が
あ
り
効
果
的
に
草
刈
り
が
で
き
る
」
と
、
そ
の
手
軽
さ
と
性
能
の
良
さ
・

安
全
性
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

両
地
区
本
部
で
は
生
産
者
の
作
業
負
担
軽
減
と
安
全
確
保
、
ま
た
農
作
業
の

効
率
化
と
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、
今
後
も
導
入
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
介
護
事
業
所
等

へ
の
マ
ス
ク
寄
贈

農
作
業
の
労
力
負
担
軽
減
！
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トピックス
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topics
1

topics
2

SDGsとは、国連が決めた「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」から、一文字ずつ取った略称です。17の目標をマークで示しています。

やすぎ地区本部：タマネギ収穫作業機実演会雲南地区本部：ラジコン草刈り機の実演会

お知らせ　次回８月号は総代会特集！
６月28日（日）に浜田市の石央文化ホールで開催した第６回通常総代会の様子は、８月号の特集誌面にてご紹介いたします。
本来であれば７月号にて皆さまにお繋ぎすべきところですが、作成スケジュールの都合から８月号での掲載とさせていただきます。
なお、第６回総代会資料は当JAのホームぺージに掲載しておりますので、ご覧ください。
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お問い合わせ先：地元地区本部畜産担当者まで

お問い合わせ先：最寄りの地域農業再生協議会（市町村・ＪＡ）まで

●肥育牛経営等緊急支援特別対策事業…枝肉価格の下落に対する出荷奨励金交付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　出荷延期に伴う掛かり増し経費の支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛マルキン負担金免除

●優良肉用子牛生産推進緊急対策事業…全国平均価格が一定額下回った際の奨励金
●肉用子牛流通円滑化等緊急対策………出荷延期に伴う掛かり増し経費の支援

　新型コロナウイルス感染症の発生により売上げが減少する等の影響を受けた高収益作物
（野菜・花き・果樹・茶）について、次期作に前向きに取り組む生産者の皆さまを支
援いたします。

令和２年２月から４月の間に野菜、花き、果樹、茶について、出荷実績がある又は廃棄等
により出荷できなかった生産者

♦高収益作物の次期作に向けた取組に対して、次のとおり支援します。

♦次期作に向けた下記の①～③のいずれかの取組を行う場合に、10a当たり２万円を支援します。
　（野菜、花き、果樹、茶）　※中山間地域等では単価を１割加算

♦高品質なものを厳選して出荷する取組に対して、取組を行った人数・日数に応じ、１人・１日あた
り2,200円を支援します。

　※新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年２月以降、厳選出荷に取り組んだ期間が対象となります。

【対象品目】
花き、茶、施設栽培の大葉、わさび、ぶどう及びおうとう、マンゴー
※施設栽培のうち、いわゆる雨よけハウスは除きます。

【支援単価】
①基本単価５万円/10a　（野菜、花き、果樹、茶）　※中山間地域等では単価を１割加算

②施設栽培のうち高集約型品目の単価
対象品目（高集約型品目）：新型コロナウイルス感染症の影響で需要が減少した品目 交付単価
施設栽培の花き、大葉及びわさび 80万円/10a
施設栽培のぶどう及びおうとう、マンゴー 25万円/10a

【対象施設】加温装置（空調装置）又はかん水装置がある施設

支援対象となる生産者

支援内容その１（要綱第４の２の（１）関係）

支援内容その２（要綱第４の２の（２）関係）

支援内容その３（要綱第４の２の（３）関係）

・生産・流通コストの削減の取組
・種苗、肥料、農薬等の資材の購入
・土壌改良資材の投入
・自動環境制御装置の活用

①新たに直販等を行うためのHP等の整備
②新品種・新技術の導入等に向けた取組
③海外の残留農薬基準への対応又は有機農業・GAP等の取組
　※２万円/10a×取組数（３取組（①②③全て）で、最大６万円/10a）

・作業環境の改善の取組
・事業継続計画の策定
・機械化体系の導入
・被覆資材の導入

・空調装置の導入
・環境制御盤の導入  等
　　

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた生産者の皆さまへ

対象となる
取組例

対象となる
取組

高収益作物次期作支援交付金のご案内

肉用牛の生産を行う畜産農業者へのご案内
肥育農家向け

繁殖農家向け
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「ＪＡの自己改革に関する組合員ア ンケート」最終集計結果のご報告
　ＪＡグループでは、自己改革として、３つの基本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」
に取り組んでまいりました。その評価に関する組合員の意思を把握するため、平成31年１月から令和元年12月末に
かけて、組合員79,600人に「ＪＡの自己改革に関する組合員アンケート」を実施し、調査へご協力をいただきました。
　このたび、最終集計結果がまとまりましたのでご報告させていただきます。

　組合員調査の結果、「ＪＡは必要な存在である」「総合事業を継続
すべき」「営農関連事業（営農指導・販売・生産資材）に期待してい
る」などの声を多くいただきました。
　こうした結果をもとに、今後も対話活動を強化するとともに、組
合員の意見や要望を聴きながらＪＡ事業・活動に活かしていきます。
　調査にご協力いただきました皆さまへ、誌面をもってお礼申し上
げます。

ＪＡの総合事業について

准組合員制度について

55.3%

65.3% 63.1%

61.8%

89.5%

30.7%38.8%

28.3% 29.2%

どちらかと
いえば
応援
したい

どちらかと
いえば
感じる

どちらかと
いえば
継続
すべき

どちらかと
いえば
必要応援

したい

感じる 総合事業を
継続すべき

必要

制限しない
方が良い

回答していただいた准組合員のうち、94.1％
の方より地域農業や地域づくりの応援に肯定的な
回答をいただきました。

回答していただいた組合員のうち、93.6％
の方よりJAは地域農業やくらしにとって必要な存
在として肯定的な回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、92.5％
の方より利用について肯定的な回答をいただきま
した。

回答していただいた組合員のうち、92.3％
の方より総合事業の継続について肯定的な回答
をいただきました。

回答していただいた組合員のうち、89.5％
の方より利用について制限しない方がよいとの回
答をいただきました。

応援したくない
1.7%

感じない
1.9%

農業関連事業に
特化すべき　2.6%

どちらかと
いえば不要
4.8%

制限した
方が良い

不要
2.7%どちらかといえば

応援したくない
4.2%

どちらかといえば
感じない　4.6%

どちらかといえば
特化すべき
5.0%

■地域農業や地域づくりの
　応援 准組合員

■ＪＡの必要性 正組合員  准組合員

■准組合員のJA事業利用の
　必要性 正組合員

■総合事業の継続 正組合員  准組合員

■准組合員の利用制限
　 正組合員  准組合員

10.5%

JA
自己改革
実践中

JAグループ島根

JA
自己改革
実践中

JAグループ島根

特集

自己改革への評価について
■営農指導事業（農業の栽培技術指導や経営支援など）

■農畜産物販売事業（農畜産物の販売など）

54.0%

47.6%

26.8%

21.1%

21.8%

18.8%

26.8%

26.8%

38.4%

36.0%

17.3%

16.6%

13.8%

18.4%

22.8%

26.0%

43.4%

46.6%

やや期待

やや期待

やや満足

やや満足

改善
した

改善
した

どちらかと
いえば
期待

どちらかと
いえば
期待

どちらかと
いえば
満足

どちらかと
いえば
満足

改善
しつつ
ある

改善
しつつ
ある

期待

期待

満足

満足

もともと
良い

もともと
良い

回答していただいた正組合員のうち、94.6％
の方より期待を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、92.8％
の方より期待を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、88.0％
の方より満足を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、83.1％
の方より満足を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、82.5％
の方より改善を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、82.0％
の方より改善を表す回答をいただきました。

あまり期待せず
2.0%

あまり期待せず
2.2%

やや不満
2.5%

やや不満
2.9%

悪化した　2.6%

悪化した　2.1%

期待せず
0.8%

期待せず
0.9%

不満
1.9%

不満
2.2%

もともと良くない
2.1%

もともと良くない
2.6%

どちらかといえば
期待せず　2.5%

どちらかといえば
期待せず　4.1%

どちらかと
いえば不満　7.7%

どちらかと
いえば不満

悪化
しつつある

悪化
しつつある

■期待度 正組合員

■期待度 正組合員

■満足度 正組合員

■満足度 正組合員

■事業内容変化 正組合員

■事業内容変化 正組合員

12.8%

13.3%11.8%

■生産資材購買事業（肥料や農機具等の販売など）

43.5%
24.0% 21.4%

27.8% 33.9%

16.7%

21.2%

26.5%
45.4%

やや期待 やや満足

改善
した

どちらかと
いえば
期待 どちらかと

いえば
満足

改善
しつつ
ある

期待

満足

もともと
良い

回答していただいた正組合員のうち、92.5％
の方より期待を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、84.4％
の方より満足を表す回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、83.5％
の方より改善を表す回答をいただきました。

あまり期待せず
2.4%

やや不満
3.0% 悪化した　2.0%

期待せず
0.9%

不満
2.0%

もともと良くない
2.8%どちらかといえば

期待せず　4.2%
どちらかと
いえば不満

悪化
しつつある

■期待度 正組合員 ■満足度 正組合員 ■事業内容変化 正組合員

11.7%10.6%

■組合員79,600人による回答（正組合員37,600人、准組合員42,000人）
■回答率65.0％　■四捨五入の関係で構成比率が100％にならないグラフもあります。

正組合員 准組合員 ＝アンケート対象者

「ＪＡの自己改革に関する組合員ア ンケート」最終集計結果のご報告

4



「ＪＡの自己改革に関する組合員ア ンケート」最終集計結果のご報告
　ＪＡグループでは、自己改革として、３つの基本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」
に取り組んでまいりました。その評価に関する組合員の意思を把握するため、平成31年１月から令和元年12月末に
かけて、組合員79,600人に「ＪＡの自己改革に関する組合員アンケート」を実施し、調査へご協力をいただきました。
　このたび、最終集計結果がまとまりましたのでご報告させていただきます。

　組合員調査の結果、「ＪＡは必要な存在である」「総合事業を継続
すべき」「営農関連事業（営農指導・販売・生産資材）に期待してい
る」などの声を多くいただきました。
　こうした結果をもとに、今後も対話活動を強化するとともに、組
合員の意見や要望を聴きながらＪＡ事業・活動に活かしていきます。
　調査にご協力いただきました皆さまへ、誌面をもってお礼申し上
げます。

ＪＡの総合事業について

准組合員制度について

55.3%

65.3% 63.1%

61.8%

89.5%

30.7%38.8%

28.3% 29.2%

どちらかと
いえば
応援
したい

どちらかと
いえば
感じる

どちらかと
いえば
継続
すべき

どちらかと
いえば
必要応援

したい

感じる 総合事業を
継続すべき

必要

制限しない
方が良い

回答していただいた准組合員のうち、94.1％
の方より地域農業や地域づくりの応援に肯定的な
回答をいただきました。

回答していただいた組合員のうち、93.6％
の方よりJAは地域農業やくらしにとって必要な存
在として肯定的な回答をいただきました。

回答していただいた正組合員のうち、92.5％
の方より利用について肯定的な回答をいただきま
した。

回答していただいた組合員のうち、92.3％
の方より総合事業の継続について肯定的な回答
をいただきました。

回答していただいた組合員のうち、89.5％
の方より利用について制限しない方がよいとの回
答をいただきました。

応援したくない
1.7%

感じない
1.9%

農業関連事業に
特化すべき　2.6%

どちらかと
いえば不要
4.8%

制限した
方が良い

不要
2.7%どちらかといえば

応援したくない
4.2%

どちらかといえば
感じない　4.6%

どちらかといえば
特化すべき
5.0%

■地域農業や地域づくりの
　応援 准組合員

■ＪＡの必要性 正組合員  准組合員

■准組合員のJA事業利用の
　必要性 正組合員

■総合事業の継続 正組合員  准組合員

■准組合員の利用制限
　 正組合員  准組合員

10.5%

JA
自己改革
実践中

JAグループ島根

JA
自己改革
実践中

JAグループ島根
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な
い
そ
う
。
土
壌
や
木
の
状
態
、
さ
ら
に
毎
年
変
わ
る
気
候

条
件
を
見
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
や
り
方
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
梅
に
は
「
黒
星
病
」
と
い
う
代
表
的
な
病
気
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
に
黒
い
点
々
が
付
き
、
見
た
目

も
味
も
落
ち
、
一
気
に
品
質
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
防
止
の
た
め
、
前
年
か
ら
薬
を
散
布
し
ま
す
。
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
１
年
間
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
作
物

が
一
度
に
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は

な
る
べ
く
消
毒
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
、
堆
肥
と
し

て
枯
れ
草
を
敷
く
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
栽
培
方
法
に
も

気
を
遣
い
ま
す
。「
長
い
間
や
っ
て
い
て
も
、
毎
年
が
初
め

て
み
た
い
な
感
じ
で
す
」
と
祝
原
さ
ん
は
今
も
な
お
試
行
錯

誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

喜
び
が
つ
ま
っ
た
２
週
間

南
高
梅
が
実
を
付
け
始
め
る
の
は
、
毎
年
５
月
上
旬
ご
ろ

か
ら
。
そ
の
頃
に
１
度
、
摘
果
作
業
を
行
い
、
２
～
３
cm
く

ら
い
の
間
隔
に
し
て
や
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
多
少
自
然
落

果
し
ま
す
が
、必
要
な
ら
２
度
目
の
摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

収
穫
の
時
期
は
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
の
約
２
週
間
。
こ
の

　梅雨の季節が近づくにつれ、店頭には梅
が並び始めます。最近、再び注目されてい

る「梅しごと」。梅干し、梅シロップ、梅酒など保存用の梅を準備
する一連の作業のことをそう言います。健康食品としても梅は注目
されており、若者の間でも簡単にできる「梅しごと」の人気が高まっ
ています。南高梅は皮が柔らかく、食べた後でも口の中で溶けるよ
うにスッと消えていくので、漬けて食べるのがオススメです。
●雲南梅生産組合へのお問い合わせは　TEL 0854-42-9055

時
が
祝
原
さ
ん
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
嬉
し
い
時
で
す
。
こ
の

た
っ
た
２
週
間
の
間
に
今
ま
で
の
努
力
が
全
て
報
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
収
量
が
あ
れ
ば
、
な
お
や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。

出
荷
用
の
サ
イ
ズ
は
M
か
ら
４
L
ま
で
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
南
高
は
漬
け
梅
用
な
の
で
、
ほ
ど
良
い
大
き
さ

で
あ
る
２
L
サ
イ
ズ
が
人
気
な
の
だ
と
か
。
出
荷
先
は
、
主

に
県
内
の
酒
造
会
社
や
地
元
の
食
品
加
工
場
、産
直
市
な
ど
。

な
る
べ
く
地
元
の
人
に
こ
の
梅
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。
祝
原
さ
ん
や
生
産
組
合
は
「
地
元
で
使
う

も
の
は
、
地
元
で
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
こ
だ

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

一口メモ

30aの敷地に約100本の梅の木が植えられている。

後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
向
か
っ
て

地
元
の
た
め
に
手
間
隙
か
け
て
育
て
る
喜
び
。
そ
う
い
っ

た
思
い
を
持
ち
つ
つ
も
、
現
在
抱
え
る
大
き
な
悩
み
は
や
は

り
“
後
継
者
不
足
”。
結
成
当
初
は
80
名
近
く
い
た
生
産
組

合
の
組
合
員
も
、
今
で
は
８
名
ま
で
に
減
少
し
ま
し
た
。
組

合
と
し
て
も
毎
年
Ｊ
Ａ
と
企
画
し
て
剪
定
講
習
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
の
参
加
も
で
き
、
昨
年
は
30
名

近
く
の
参
加
者
が
い
た
そ
う
。「
ま
ず
は
、
梅
生
産
組
合
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
祝
原
さ
ん
。

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
産
組
合
へ
の
興

味
も
持
っ
て
も
ら
い
、
い
ず
れ
は
組
合
に
も
加
入
し
て
も
ら

え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
１
軒
の
農
家
が

少
し
ず
つ
の
量
で
も
出
荷
で
き
、
生
産
組
合
全
体
で
量
を
増

や
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
農
家
の
負
担
を
減
ら

し
な
が
ら
も
何
と
か
こ
の
地
域
の
梅
の
生
産
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

傷つけないよう丁寧にひとつずつ収穫していく。

梅ジュース 梅シャーベット

少
し
ず
つ
植
え
て
い
っ
た
梅
の
木

雲
南
市
三
刀
屋
町
で
約
30
年
前
か
ら
梅
を
栽
培
す
る
祝
原

さ
ん
。
元
々
、
家
で
は
米
や
野
菜
な
ど
自
分
た
ち
で
食
べ
る

ほ
ど
の
農
業
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
楽

し
み
の
た
め
に
梅
を
植
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
最
初
は
５

ａ
ほ
ど
の
敷
地
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
当
時
の
三
刀
屋
町
梅

生
産
組
合（
現

：

雲
南
梅
生
産
組
合
）に
入
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
本
格
的
に
栽
培
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
の

近
く
に
あ
る
農
地
や
田
ん
ぼ
だ
っ
た
場
所
な
ど
を
活
用
し
て

年
々
梅
の
木
を
増
や
し
て
い
き
、
今
で
は
約
30
ａ
の
広
さ
で

１
０
０
本
近
く
の
木
を
育
て
て
い
ま
す
。

受
粉
の
難
し
さ

出
荷
す
る
主
な
品
種
は
「
南
高
梅
」。
皮
が
薄
く
、
果
肉

が
柔
ら
か
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
い
ち
ば
ん
の
ヒ
ッ
ト
商

品
で
す
。
そ
の
南
高
梅
が
実
を
つ
け
る
に
は
、
他
の
種
類
の

花
粉
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
受
粉
樹
と
し
て
小

梅
の
木
を
植
え
、
花
が
咲
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
養
蜂
家
か
ら
ミ

ツ
バ
チ
を
借
り
て
、
そ
の
ハ
チ
を
使
っ
て
受
粉
さ
せ
ま
す
。

ハ
チ
は
双
方
の
木
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
花
粉
を
運
ん
で

島根には誇れる
農産品がたーっくさん！

島根のいいもの
再発見！！
［直撃・生産者インタビュー］

雲南市

梅

お
話
を
お
伺
い
し
た

祝
原
光
雄
さ
ん

く
れ
ま
す
。
た
だ
、
南
高
梅
と
小
梅
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

花
を
咲
か
せ
な
い
と
受
粉
が
で
き
な
い
た
め
、
お
互
い
の
開

花
の
時
期
が
ず
れ
る
と
、
そ
の
後
の
実
の
付
け
方
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
き
ま
す
。
人
工
授
粉
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
手
間
も
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
た
め
、
自
然
の
や

り
方
を
続
け
て
い
る
そ
う
。
ま
た
、
敷
地
内
の
全
体
の
４
分

の
１
を
占
め
る
小
梅
の
木
々
に
も
実
が
付
き
ま
す
が
、
小
梅

は
ほ
と
ん
ど
需
要
が
な
い
た
め
収
穫
・
出
荷
は
せ
ず
、
自
然

落
果
し
て
い
く
だ
け
な
ん
だ
そ
う
。
何
か
良
い
使
い
道
は
な

い
か
と
模
索
し
て
い
ま
す
。

自
分
に
合
う
や
り
方
を
探
し
続
け
る
日
々

祝
原
さ
ん
に
と
っ
て
、
梅
を
育
て
る
上
で
い
ち
ば
ん
難
し

い
の
が
「
剪
定
作
業
」
だ
と
言
い
ま
す
。
通
常
、
剪
定
は
夏

と
冬
に
行
い
ま
す
。
夏
は
軽
く
20
％
く
ら
い
で
、
冬
は
細
か

い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に
切
っ
て
い
き
ま
す
。
剪
定
に
は
、
芽

の
切
り
方
や
切
る
幅
の
長
さ
、
深
さ
な
ど
幾
通
り
も
の
や
り

方
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分
の
木
に
合
っ
た
ベ
ス
ト
な
方

法
を
見
つ
け
る
の
は
容
易
く
あ
り
ま
せ
ん
。
祝
原
さ
ん
も
、

今
ま
で
色
ん
な
人
か
ら
聞
い
た
や
り
方
で
や
っ
て
み
た
も
の

の
、
こ
れ
が
良
い
！
と
い
う
や
り
方
は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い

 7月は、雲南地区本部。

雲南市で梅の栽培に

取り組む雲南梅生産

組合の祝原光雄さんに

お話を伺ってきました。

青 と々した葉が生い茂った木 に々はたくさんの実がつき、 収穫の時を待っている。 6



な
い
そ
う
。
土
壌
や
木
の
状
態
、
さ
ら
に
毎
年
変
わ
る
気
候

条
件
を
見
な
が
ら
、
自
分
に
合
っ
た
や
り
方
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
梅
に
は
「
黒
星
病
」
と
い
う
代
表
的
な
病
気
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
に
黒
い
点
々
が
付
き
、
見
た
目

も
味
も
落
ち
、
一
気
に
品
質
が
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
防
止
の
た
め
、
前
年
か
ら
薬
を
散
布
し
ま
す
。
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
と
１
年
間
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
作
物

が
一
度
に
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
注
意
し
な
が
ら
対
策
を
立
て
て
い
ま
す
。
た
だ
、
最
近
は

な
る
べ
く
消
毒
を
使
用
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
、
堆
肥
と
し

て
枯
れ
草
を
敷
く
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
栽
培
方
法
に
も

気
を
遣
い
ま
す
。「
長
い
間
や
っ
て
い
て
も
、
毎
年
が
初
め

て
み
た
い
な
感
じ
で
す
」
と
祝
原
さ
ん
は
今
も
な
お
試
行
錯

誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

喜
び
が
つ
ま
っ
た
２
週
間

南
高
梅
が
実
を
付
け
始
め
る
の
は
、
毎
年
５
月
上
旬
ご
ろ

か
ら
。
そ
の
頃
に
１
度
、
摘
果
作
業
を
行
い
、
２
～
３
cm
く

ら
い
の
間
隔
に
し
て
や
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
多
少
自
然
落

果
し
ま
す
が
、必
要
な
ら
２
度
目
の
摘
果
作
業
を
行
い
ま
す
。

収
穫
の
時
期
は
、
毎
年
６
月
中
旬
か
ら
の
約
２
週
間
。
こ
の

　梅雨の季節が近づくにつれ、店頭には梅
が並び始めます。最近、再び注目されてい

る「梅しごと」。梅干し、梅シロップ、梅酒など保存用の梅を準備
する一連の作業のことをそう言います。健康食品としても梅は注目
されており、若者の間でも簡単にできる「梅しごと」の人気が高まっ
ています。南高梅は皮が柔らかく、食べた後でも口の中で溶けるよ
うにスッと消えていくので、漬けて食べるのがオススメです。
●雲南梅生産組合へのお問い合わせは　TEL 0854-42-9055

時
が
祝
原
さ
ん
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
嬉
し
い
時
で
す
。
こ
の

た
っ
た
２
週
間
の
間
に
今
ま
で
の
努
力
が
全
て
報
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
収
量
が
あ
れ
ば
、
な
お
や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ

ま
す
。

出
荷
用
の
サ
イ
ズ
は
M
か
ら
４
L
ま
で
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
南
高
は
漬
け
梅
用
な
の
で
、
ほ
ど
良
い
大
き
さ

で
あ
る
２
L
サ
イ
ズ
が
人
気
な
の
だ
と
か
。
出
荷
先
は
、
主

に
県
内
の
酒
造
会
社
や
地
元
の
食
品
加
工
場
、産
直
市
な
ど
。

な
る
べ
く
地
元
の
人
に
こ
の
梅
を
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。
祝
原
さ
ん
や
生
産
組
合
は
「
地
元
で
使
う

も
の
は
、
地
元
で
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、
こ
だ

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
栽
培
を
続
け
て
い
ま
す
。

一口メモ

30aの敷地に約100本の梅の木が植えられている。

後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
向
か
っ
て

地
元
の
た
め
に
手
間
隙
か
け
て
育
て
る
喜
び
。
そ
う
い
っ

た
思
い
を
持
ち
つ
つ
も
、
現
在
抱
え
る
大
き
な
悩
み
は
や
は

り
“
後
継
者
不
足
”。
結
成
当
初
は
80
名
近
く
い
た
生
産
組

合
の
組
合
員
も
、
今
で
は
８
名
ま
で
に
減
少
し
ま
し
た
。
組

合
と
し
て
も
毎
年
Ｊ
Ａ
と
企
画
し
て
剪
定
講
習
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
の
参
加
も
で
き
、
昨
年
は
30
名

近
く
の
参
加
者
が
い
た
そ
う
。「
ま
ず
は
、
梅
生
産
組
合
の

存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
祝
原
さ
ん
。

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
産
組
合
へ
の
興

味
も
持
っ
て
も
ら
い
、
い
ず
れ
は
組
合
に
も
加
入
し
て
も
ら

え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は
１
軒
の
農
家
が

少
し
ず
つ
の
量
で
も
出
荷
で
き
、
生
産
組
合
全
体
で
量
を
増

や
せ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
農
家
の
負
担
を
減
ら

し
な
が
ら
も
何
と
か
こ
の
地
域
の
梅
の
生
産
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

傷つけないよう丁寧にひとつずつ収穫していく。

梅ジュース 梅シャーベット
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品　　種
大きさ、形、色（白、赤）がさまざまですが、小カブ品種では、豊

円形で耐病性・耐暑性のある「CRもちばな」（タキイ種苗）、低温期
に向く扁（へん）円球で白さび病にも強い「雪牡丹」（武蔵野種苗園）、
中大カブ取りもできる「スワン」（タキイ種苗）などがあります。紅
カブや上半身が赤く細長い日野菜など地方品種もお薦めです。

畑の準備
種まき１～２週間前に１平方m当たり苦土石灰100gをよく混ぜて

おきます。次に、化成肥料（NPK各成分で10%）150gと堆肥２kgを
全面に散布し、よく耕しておきます（図１）。

種 ま き
幅100～120cmの栽培床を作り、深さ

１cm程度のまき溝を20cm間隔で４条作
ります。溝に１～２cm間隔で種をまき、
薄く土を掛けます（図２）。

間 引 き
発芽し、子葉がそろった時点で、まき

過ぎて密になっている部分を間引きま
す。その後も、込み合ってきたら、生育
の悪い株を間引きます。最終的な株間は
小カブで10～15cm、中大カブで20cm
程度にします（図３）。

追肥・土寄せ
間引き後は株元へ土寄せして、株のぐ

らつきを防ぎます。中大カブでは、最
後の間引き後に１平方m当たり化成肥料
30gを株元に与え、土寄せします。

病害虫防除  

収 穫

あな
たもチャレンジ！

家庭菜園
カブ

適期に間引きを行う

園芸研究家●成松次郎

生育適温は15～20度と冷涼な
気候に適し、暑さと乾燥に弱いが、
寒さには強いという特徴がありま
す。春まき（3～4月）と秋まき（9
～10月）が一般的な栽培時期です。

※関東南部以西の平たん地を基準に
記事を作成しています。

【協議事項】
①	令和２年６月１日付けやすぎ地区本部の機構改革の実施につ
いておよび職制規程の変更について

②営農・経済事業改革における地産地消事業拡大の取り組みに
ついて

③農産物検査業務規程の一部改正について
④令和元年産島根米買取価格の設定について
⑤専門酪農協乳用牛預託事業実施規程・契約書の一部改正について
⑥ＬＰガス充填所の危害予防規程の一部改正について
⑦信用手数料（法人ネットバンク振込手数料）の変更について
⑧信用・共済事業改革の取り組みについて（令和２年度）
⑨令和元年度決算の承認について
⑩第６回通常総代会への附議議案について

⑪令和２年度の業績還元額の取り扱いについて
⑫地区本部損益管理にかかる基準日後利益活用額の取り扱いに
ついて

⑬令和元年度決算を踏まえた財務調整の取り扱いについて
⑭やすぎ地区本部自動車課職員の不祥事にかかる再発防止策に
ついて

⑮「次期運営体制整備」と「本店機能と場所の検討」にかかる
総代会資料への記載について

⑯通常総代会にかかる「総代会参考書類」および「議決権行使
書」の取り扱いについて

⑰関連団体等への常勤役員の就任について
⑱島根県常例検査書（本店、くにびき）の回答について

（紙幅の関係上、報告事項は省略いたします）

理事会情報（５月28日開催）

　アブラムシには、マラソン乳剤など、アオムシ、コナガにはゼンターリ顆粒（かりゅ
う）水和剤（BT剤）などで防除します。なお、栽培床に寒冷しゃをトンネル状に掛けたり、
不織布のべた掛けをすれば、害虫の侵入を防ぎ、風雨から幼苗が守られます。

　小カブは直径が５cm程度、中大カブは10～15cmが適期で、早く育った株から収穫し
ます。遅くまで置いておくと肥大が進み、す入りや裂根することがあります。

こんにちは！雲南女性部です。私たちは、ＪＡと地域をつなぐ架け橋となるよう、様々な活動を行って
います。食育活動では、子供たちに命をいただくことへの感謝などを伝えています。また、講師などを務
める「男の料理教室」は今年で６年目となり、魚のさばき方やそば打ち、時にはイノシシもメニューに加
えるなど、雲南管内の地域性を生かし、年々進化（？）しています。

また、自分磨きや交流も大切な活動の一つです。昨年の女性大会では「シュシュコレクション」を開催
し、42名の部員がお気に入りの服を着用し、ランウエイを堂々と歩きました。いくつになっても新たな
ことに挑戦することの楽しさや、支部を越えた交流など、沢山のものを得ることができました。

今年の活動は、自粛をせざるをえないのがとても残念ですが、「今だからできること」をみんなで一緒に考え
活動していきたいと思います。

JAしまね出雲青年連盟
一所懸命青年連盟

ＪＡしまね出雲青年連盟（以下、農青連）に加入している 
日野友喜さん（31）は、出雲市大社町でぶどう約41ａを栽培
しています。地元の農林大学校を卒業後、農業技術センターに
５年間勤め、祖父が行っているぶどう栽培を引き継ぎました。

子どもの頃からお小遣い稼ぎで「箱折り」や「水かけ」、「ビ
ニール張り」などを手伝っていた日野さん。ぶどう農家を志し
たのは、中学生の時に祖父が過労で倒れたことがきっかけでし
た。今は元気に回復されていますが、その時にぶどう廃業が頭
に浮かび、「家業であるぶどうを絶やしたくない！必ず自分が
ぶどう農家を引き継いでやっていく！」と就農を決意しました。
自分が作ったぶどうを友人や盟友が食べて喜んでいる姿を見る
と「ぶどう栽培をして本当によかった」と感じるそうです。

農青連に加入して４年目。現在は大社支部の支部長を務め、
ＪＡ祭りの出店やぶどう栽培教室の開催、福祉施設へのぶどう
贈呈などを行っています。
「農青連では、行政やＪＡと意見交換できる機会があり、こ

れは組織だからできること。自分達が抱えている課題や要望を
しっかりと伝え、新規就農していく人達が今以上に増えていく
ように働きかけたい」と話しました。

雲南女性部
輝く50万パワー☆ しまねの女性部！

日
ひ

野
の

　友
と も

喜
き

さん

あぐりキッズ生と太巻きつくり 華やかに！！シュシュコレクション 男の料理教室
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過ぎて密になっている部分を間引きま
す。その後も、込み合ってきたら、生育
の悪い株を間引きます。最終的な株間は
小カブで10～15cm、中大カブで20cm
程度にします（図３）。

追肥・土寄せ
間引き後は株元へ土寄せして、株のぐ

らつきを防ぎます。中大カブでは、最
後の間引き後に１平方m当たり化成肥料
30gを株元に与え、土寄せします。

病害虫防除  

収 穫

あな
たもチャレンジ！

家庭菜園
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適期に間引きを行う

園芸研究家●成松次郎

生育適温は15～20度と冷涼な
気候に適し、暑さと乾燥に弱いが、
寒さには強いという特徴がありま
す。春まき（3～4月）と秋まき（9
～10月）が一般的な栽培時期です。

※関東南部以西の平たん地を基準に
記事を作成しています。
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①	令和２年６月１日付けやすぎ地区本部の機構改革の実施につ
いておよび職制規程の変更について
②営農・経済事業改革における地産地消事業拡大の取り組みに
ついて
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⑨令和元年度決算の承認について
⑩第６回通常総代会への附議議案について

⑪令和２年度の業績還元額の取り扱いについて
⑫地区本部損益管理にかかる基準日後利益活用額の取り扱いに
ついて

⑬令和元年度決算を踏まえた財務調整の取り扱いについて
⑭やすぎ地区本部自動車課職員の不祥事にかかる再発防止策に
ついて

⑮「次期運営体制整備」と「本店機能と場所の検討」にかかる
総代会資料への記載について

⑯通常総代会にかかる「総代会参考書類」および「議決権行使
書」の取り扱いについて

⑰関連団体等への常勤役員の就任について
⑱島根県常例検査書（本店、くにびき）の回答について

（紙幅の関係上、報告事項は省略いたします）

理事会情報（５月28日開催）

　アブラムシには、マラソン乳剤など、アオムシ、コナガにはゼンターリ顆粒（かりゅ
う）水和剤（BT剤）などで防除します。なお、栽培床に寒冷しゃをトンネル状に掛けたり、
不織布のべた掛けをすれば、害虫の侵入を防ぎ、風雨から幼苗が守られます。

　小カブは直径が５cm程度、中大カブは10～15cmが適期で、早く育った株から収穫し
ます。遅くまで置いておくと肥大が進み、す入りや裂根することがあります。
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営 農 技 術 情 報

　７月に入り水稲の病害虫が散見されるようになりました。

　生育については、やや茎数が多いところも見受けられますがほぼ平年並みで推移してい

るかと思います。

　今回は品質向上のためにこれからの時期に大切になってくる病害虫の防除と栽培のポイ

ントについてお知らせします。

①病害虫の発生状況について

　隠岐地区においては、６月中旬ごろからイネクロカメムシの発生が多く見られていま

す。

　この時期のイネクロカメムシの発生が多い年は、出穂から収穫期にかけての幼虫の発

生量も多くなり、被害が大きくなることが予想されますので、ほ場の巡回の際は注意深

く観察し、発生が多いほ場では防除をお願いいたします。

　また、ほ場周辺のイネ科雑草が生えているところでは、平年よりも多くの斑点米カメ

ムシ類の発生が見られます。

　特にアカスジカスミカメの発生が多く、出雲市の予察灯における予察情報では、アカ

スジカスミカメの累計誘殺数が、６月25日頃までに76頭（平年12.4頭）と平年の６倍

以上の発生を確認しています。

　中国地方１か月予報（６月27日～７月26日、広島地方気象台６月25日発表）によると、

向こう１か月の気温は平年に比べ高い見込み、降水量は平年に比べ少ない見込みで、本

種の発生に助長的となっており、今後多発することが考えられますので、ほ場巡回の際

は注意深く観察し、適期防除を徹底するようにしましょう。

＜防除対策および防除上の注意事項＞

①畦畔の草刈りは遅くとも本田出穂10日前までに行い、その後は収穫まで雑草の穂が

再生しないように管理するように心がけましょう！

②出穂の早いほ場は集中的に被害を受けることが考えられますので、特に注意しましょ

う！

③ほ場内にヒエ類などの穂がある場合、そこがカメムシ類の発生源となるため、発生さ

せないような管理、また発生した場合は早急に処分するようにしましょう！

※�カメムシ類による斑点米の被害は等級の低下に大きく影響し、１等は1,000粒中１粒

まで、２等は1,000粒中３粒まで、３等は1,000粒中７粒までと厳しい基準が定めら

れていますので、発生が多い本年は特に防除対策を行いましょう！

②品質向上のためのワンポイント

　近年登熟期の夜温が高く、乳白粒が多く発生する傾向にあります。

　乳白粒の対策として、水の便が良いほ場では、夕方に水の入れ替えを行うなど地温を下

げることも有効的な対策となります。

　また、収穫前の落水時期を早めると、胴割米等の発生など品質の低下に影響しますので、

なるべく早期落水を行わないように心がけてください。
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７
月
７
日
（
火
）、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
隠
岐
の

島
町
岬
町
に
あ
る
隠
岐

の
島
町
畜
産
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、「
令
和
２

年
７
月
西
郷
家
畜
市

場
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
今
回
の
家
畜
市
場

に
は
、
隠
岐
の
島
町
内

で
生
産
・
飼
育
さ
れ
た

黒
毛
和
牛
の
子
牛
99
頭

（
去
勢
58
頭
、
雌
牛
41

頭
）
が
上
場
さ
れ
、
県

内
外
よ
り
22
の
購
買
業

者
が
セ
リ
に
参
加
す
る

中
、
約
２
時
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
リ
価
格
に
つ
い
て
、
前
回
３
月

市
場
に
お
い
て
も
前
回
比
４
２
，９
６
８
円
の
安
値
で
の

取
り
引
き
と
な
り
ま
し
た
が
、今
回
の
市
場
に
お
い
て
は
、

更
に
前
回
３
月
西
郷
家
畜
市
場
の
セ
リ
価
格
よ
り
平
均
価

格
で
６
２
，０
２
６
円
の
大
幅
な
安
値
で
の
取
り
引
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

枝
肉
相
場
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
訪
日
観
光
客
の
大
幅
な
減
少
、
イ
ベ
ン
ト
中
止
や

自
粛
ム
ー
ド
に
よ
り
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
く
停
滞
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
肉
需
要
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

営
　
農
　
情
　
報

令和２年７月西郷家畜市場市況（子牛） （単位：円、㎏）

性　別 入　場
頭　数

取　引
頭　数

１　頭　当　価　格
平　均
体　重

１㎏当
単　価

平　均
日　令 前回比 前　回

最　高 最　低 平　均

♀ 41 41 803,000 44,000 471,015 213 2,211 239 -20,935 491,950 

♂ － － － － － － － － － －

去 58 56 638,000 160,600 510,557 237 2,151 228 -98,450 609,007 

小計 99 97 493,843 227 2,175 232 -69,984 563,827 

再 2 2 523,600 498,300 510,950 260 1,969 226 99,367 411,583 

合計 101 99 494,189 228 2,170 232 -62,026 556,215 

※価格は税込みの価格となります。

し
て
お
り
、
枝
肉
相
場
も
急
落
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

影
響
か
ら
、
島
根
県
西
部
・
中
央
家
畜
市
場
に
お
い
て
も

売
買
価
格
が
続
落
し
て
お
り
、
西
郷
家
畜
市
場
に
お
い
て

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
報
告
／
経
済
課
）

　

７
月
８
日
（
水
）、
島
内
12
会
場
に
て
令
和
２
年
度
の
水
稲
青

空
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
４
月
か
ら
６
月
の
生
育
状
況
や
今
後
の
水
管
理
、
追

肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
施
用
量
、
病
害
虫
防
除
や
収
穫
期
ま
で
の
天

気
の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、
隠
岐
の
島
町
で
毎
年
発
生
が

み
ら
れ
る
イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ
（
ゲ
ン
ト
ク
）
が
多
く
防
除
さ
れ

た
方
も
多
数
お
ら
れ
、
そ
の
後
の
発
生
の
サ
イ
ク
ル
や
、
多
い
と

予
測
が
さ
れ
て
い
る
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
、
ウ
ン
カ
の
防
除
な
ど
に

つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

水
稲
は
こ
れ
か
ら
出
穂
期
を
迎
え
ま
す
が
、
良
質
米
を
生
産
す

る
た
め
に
は
畦
畔
の
草
刈
り
や
一
斉
防
除
、
そ
の
後
の
防
除
な
ど

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米

は
農
産
物
検
査
で
も
非
常
に
厳
し
い
基
準
で
検
査
が
行
わ
れ
る
の

で
、
適
期
に
し
っ
か
り
と
防
除
を
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
ま
た

昨
年
も
特
に
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
未
熟
粒
が
多
く
み
ら
れ
、
１
等
米
比

率
も
51
・
１
％
と
低
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
収
穫
一
週
間

前
ま
で
は
な
る
べ
く
水
分
を
与
え
、
粒
張
向
上
に
努
め
て
頂
く
よ

う
お
願
い
し
講
習
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
報
告
／
経
済
課
）

西
郷
家
畜
市
場
を
開
設

令
和
２
年
度
水
稲
青
空
講
習
会
を
実
施

▲イネクロカメムシ（ゲントク）

▲クモヘリカメムシ
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６
月
16
日
（
火
）
隠
岐
島
文

化
会
館
に
お
い
て
隠
岐
地
区
本

部
管
内
の
総
代
お
よ
び
隠
岐
地

区
本
部
運
営
委
員
を
対
象
と
し

た
総
代
説
明
会
を
開
催
し
、
32

名
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
隠
岐

地
区
本
部
支
店
運
営
委
員
の
皆

様
方
に
も
ご
参
集
い
た
だ
き
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
状
況
等
を
ご
説

明
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
観
点
か
ら
、
密
集
、
密
接

を
避
け
て
開
催
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
回
は
ご
案
内
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
説
明
会
は
６
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
６
回
通
常
総
代
会
に

向
け
た
地
区
別
の
説
明
会
と
し
て
開
催
し
、
現
在
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が

取
り
組
ん
で
い
る「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地

域
の
活
性
化
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
今
後
の

取
り
組
み
方
針
等
に
つ
い
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
総
代
か
ら
は
、
離
島
で
農
産
物
の
生
産
を
す
る
上

で
の
ハ
ン
デ
が
あ
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
か
ら
島
根
県
に
対
し
て
の
支
援

要
請
や
Ｊ
Ａ
か
ら
の
助
成
等
に
つ
い
て
の
要
望
、
Ｊ
Ａ
組
合
員
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
ご
意
見
・
ご
要
望

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

隠
岐
地
区
本
部
総
代
説
明
会
を
開
催

緑
の
カ
ー
テ
ン
活
動
の
実
施

　

隠
岐
地
区
本
部

で
は
、
毎
年
各
支

店
の
店
頭
に
お
い

て
、「
緑
の
カ
ー

テ
ン
活
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

夏
場
、
各
店
舗

内
の
エ
ア
コ
ン
を

稼
働
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
近
年
の
猛

暑
に
よ
り
エ
ア
コ

ン
設
定
温
度
を
通

常
以
上
に
下
げ
る

必
要
が
あ
り
ま

す
。
消
費
電
力
の
省
力
化
の
た
め
、
各
支
店
に

お
い
て
直
接
店
舗
内
に
日
が
差
し
込
ま
な
い
よ

う
「
ゴ
ー
ヤ
」
を
栽
培
し
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
が
出

来
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ゴ
ー

ヤ
の
苗
」
は
管
内
原
田
地
区
で
農
業
を
営
ん
で
い

る
柴
功
一
さ
ん
が
栽
培
さ
れ
た
、
接
ぎ
木
を
し
た

ゴ
ー
ヤ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
ゴ
ー
ヤ

よ
り
も
強
く
、現
在
順
調
に
成
長
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
特
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
観
点
か
ら
、
定
期
的
に
店
舗
内
空
気
の
入
れ
替

え
の
た
め
の
換
気
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
際
に
も
室
内
温
度
の

上
昇
を
防
い
で
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
で
は
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動
に
対
し
、
次
の
支
援
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

●
地
域
活
性
化
活
動
に
対
す
る
支
援

【
概
　
　
要
】�

地
域
へ
の
貢
献
や
活
性
化
に
資
す
る
活
動
を
維
持
・

拡
大
ま
た
は
開
始
す
る
た
め
の
資
金
を
支
援
し
ま

す
。

【
対
　
　
象
】�

地
域
住
民
や
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
が
構
成
員
で
あ
る
グ

ル
ー
プ
・
団
体
・
農
事
組
合
法
人
・
特
定
非
営
利

活
動
法
人
が
対
象
。
た
だ
し
、
①
自
治
会
、
②
氏

子
会
・
護
寺
会
、
③
過
去
に
当
該
事
業
の
表
彰
を

受
賞
ま
た
は
活
動
費
用
の
支
援
を
受
け
た
者
は
除

き
ま
す
。

【
支
援
内
容
】�

活
動
費
（
飲
食
を
除
く
）
の
２
分
の
１
を
支
援
し

ま
す
。（
支
援
額
上
限
10
万
円
）

【
そ
の
他
】�

支
援
総
額
に
上
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上
限
に
達

し
た
時
点
で
募
集
を
終
了
と
し
ま
す
。

【
過
去
の
支
援
実
績
】

飯
寿
会
、Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ 

Ｕ
Ｐ 

Ｏ
Ｋ
Ｉ
実
行
委
員
会
、

Ｔ
Ｔ
Ｓ
隠
岐

《
募
集
期
間
》
令
和
２
年
５
月
11
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
金
）

《
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
》　
隠
岐
地
区
本
部　

企
画
総
務
課

（
電
話　

０
８
５
１
２

－

２

－

１
１
３
１
）

※
詳
細
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
Ｈ
Ｐ
に
記
載
を
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
／
企
画
管
理
課
）

令
和
2
年
度　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
地
域
貢
献
・
地
域
活

性
化
支
援
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

■ ■ ■■ ■ ■ ■■隠 岐 地 区 本 部 情 報
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～
た
く
さ
ん
の
お
便
り
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
～

・
久
し
ぶ
り
に
お
便
り
し
ま
す
。「
川
柳
の
広
場
」

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
私
に
も
で
き
る
か
な
～

な
ん
て
。
皆
さ
ん
お
上
手
で
す
ね
！	

	

（
下
西
・
Ｋ
さ
ん
）

・
ス
マ
ー
ト
農
業
で
、
先
端
技
術
の
利
用
は
若
者
に

希
望
を
あ
た
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
機
器
類
購

入
へ
の
補
助
金
を
増
や
し
て
あ
げ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。	

（
上
西
・
Ｈ
さ
ん
）

・
梅
雨
だ
と
い
う
の
に
雨
が
少
な
く
水
田
の
水
や
り

に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
内
地
は
豪
雨
被
害
も
出
る

程
に
降
っ
て
ま
す
の
に
少
し
分
け
て
欲
し
い
で

す
。	

（
中
村
・
Ｉ
さ
ん
）

・
若
い
時
に
は
、
農
協
婦
人
部
で
中
村
の
婦
人
部
員

と
と
も
に
佐
々
木
本
部
長
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
遠
い
昔
の
思
い
出
で
す
。	

	

（
中
村
・
Ｉ
さ
ん
）

～
読
者
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　

島
根
県
農
政
会
議
で
は
、
県
産
品
の
消
費
拡
大
運
動
と
し

て
、「
の
ぼ
り
旗
」
を
設
置
し
、
県
産
品
の
消
費
拡
大
へ
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
が
5
月
25
日
に
全
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
完
全
終
息
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
平
常
時

の
状
況
に
戻
る
こ
と
は
な
く
、
第
2
波
を
警
戒
し
な
が
ら
、

不
安
の
中
で
農
業
生
産
活
動
や
新
し
い
生
活
様
式
で
の
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
消
費
者
と
生
産
者
が
気
持
ち
を
一
つ
に

し
、
地
域
社
会
が
少
し
で
も
元
気
を
取
り
戻
せ
た
ら
と
い
う

想
い
を
込
め
て
、
約
５
０
０
本
の
「
の
ぼ
り
旗
」
を
設
置
し

消
費
の
拡
大
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

隠
岐
の
島
町
農
政
会
議
で
も
、
あ
ん
き
市
場
や
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
隠
岐
地
区
本
部
の
各
施
設
内
に
設
置
し
、
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

隠
岐
の
島
町
農
政
会
議
情
報

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

　
令
和
２
年
６
月
16
日
（
火
）
に
開
催
の
隠
岐
地
区
本
部
運

営
委
員
会
に
て
協
議
さ
れ
た
主
な
議
題
お
よ
び
報
告
事
項
は

次
の
通
り
で
す
。

【
協
議
事
項
】

⑴�

第
６
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

　

①
第
６
回
通
常
総
代
会
へ
の
総
代
出
席
に
関
す
る
事
項

　

②
令
和
２
年
度
総
代
説
明
会
の
開
催
事
項

【
報
告
事
項
】

⑴
大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
車
限
定
）
取
得
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

⑵
持
続
化
給
付
金
の
申
請
支
援
に
つ
い
て

⑶
農
機
具
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

⑷
定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

⑸
令
和
３
年
４
月
採
用
正
職
員
募
集
に
つ
い
て

⑹
隠
岐
地
区
本
部
職
員
の
退
職
・
採
用
・
異
動
に
つ
い
て

⑺
理
事
会
報
告

⑻
経
過
報
告
（
令
和
２
年
３
月
～
６
月
）

⑼
営
農
・
経
済
事
業
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑽
隠
岐
地
区
本
部
令
和
２
年
５
月
末
実
績
状
況
報
告

【
意
　
　
見
】

⑴�

典
礼
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
影
響
か
ら
、
葬
儀
の
利
用
件
数
の
減
少
お
よ
び
家
族
葬

の
増
加
等
に
よ
る
利
用
単
価
の
低
下
に
よ
り
、
事
業
に
対

す
る
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
、
今
後
対
策
を
す
べ
き
と
考

え
る
。

隠
岐
地
区
本
部
運
営
委
員
会
情
報

（
報
告
／
企
画
総
務
課
）

■ ■ ■■ ■ ■ ■■隠 岐 地 区 本 部 情 報
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J A し まね　 i n f o r m a t i o n

建物修理トラブルご注意 「共済金が使える」と言って建物修理の勧誘を受けたときには、
建物修理契約を締結する前にまずJAにご相談ください！

法外な解約料金を
請求された!2

こんなことも…

ずさんな工事をされた!3

 お金を
返して!

こんなことも…

うその理由での請求を
勧められた!1

こんなことも…

共済金詐欺に
あたらないかしら…

「台風が原因と言えば問題ないで
すから」と、うその理由で共済金
請求をするように勧められた !

見積書の金額が高すぎるので、
知り合いの業者に頼もうと思い
解約しようとしたら、高額な解
約料金を請求された!

見積書の内容どおりの工事をし
てもらえず、引渡後すぐに雨漏
りが発生した!

うその理由による共済金
請求は、共済金詐欺に該
当するおそれがあります。 支払われた

共済金の50％なんて

聞いてないよ!

お宅の屋根瓦ゆがんでますよ。共済金の支払対象になりますし、
共済金の範囲内で修理しますので、お客さまの自己負担はありません !

もし請求手続きが面倒であれば、手続きも代行しますよ!?

JA共済から指定されていますので、
安心してください。 あら、それは

いいわね。

と、うっかり
応じてしまうと…

こんな勧誘に
ご用心！

JA共済にご加入のみなさまへ 島根県内でも
発生して
います !

県外   　　　にご注意ください!
共済金請求にかかる

二重マスの文字をA～Ｅの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？ 

応　募　要　項

答
え Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

出題●ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

②香りの良い薬味の一つ。ウナギ
のかば焼きにも振り掛けます

⑥──は人のためならず
⑧釣り──と一緒に海に出掛けた
⑨宣伝などを書いて通行人に配り

ます
⑩上（かみ）の反対語
⑪京都の夏の代表的な行事、──

の送り火
⑮原稿用紙につづることも
⑯10円硬貨に最も多く含まれる

金属
⑱イスラム教の礼拝堂のこと
⑳人の助けを借りずに──で切り

抜けた
�──を引かれる思いでいとまを

告げた

①夏の夜空で打ち上げ──が開い
た

②飲ん兵衛（べえ）が好きな物
③ニッケイの樹皮から作られるス

パイス
④仕事や用事の合間の空いた時間

のこと
⑤私は──も育ちも東京です
⑦ツナ、シーザー、海藻といえば
⑩指先の腹側にある筋模様
⑫焼き肉のミノ、センマイといえ

ばどこの部位？
⑬ 携 帯 電 話 を 自 分 に 向 け て パ

シャッ！
⑭力士が土俵上で取るもの
⑰泳げない人が腰回りにはめます
⑲職人さんに握ってもらって食べ

ることも
⑳まったく派手ではありません

・お預かりした個人情報は、プレゼントの抽選・発送以外の目的で
 利用することはございません。

パズル
クロスワード

CrossWord

Puzzle

あて先応募方法

俳句または川柳、住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、ハガキ、
ＦＡＸ、Eメールでご応募ください。
※１回のご応募につきお一人様３句までご応募いただけます。
※応募作品は自作で未発表のものに限ります。
※応募作品の一切の権利は、ＪＡしまねに帰属するものとします。
※受賞作品は地域名、氏名（または雅号）を掲載します。

最優秀賞、優秀賞の４名様には「ＪＡ商品券1,000円分」をお贈りします。

ＪＡしまねびよりは、皆様からの俳句・川柳を募集しています。 優秀句（最優秀賞１句、優秀句３句、佳作５句）

俳
句
の
広
場

新
入
生 

す
き
ま
だ
ら
け
の 

歯
が
笑
ふ

邑
南
町

　三
宅
伊
知
枝 

様

休
校
の 

甥
姪
つ
ど
ふ 

田
植
ゑ
か
な

益
田
市

　伊
藤

　
　阡 

様

夏
服
で 

再
開
廊
下 

走
る
子
ら

吉
賀
町

　村
田

　綾
美 

様

鴎
外
の 

胸
像
に
置
く 

ミ
ニ
ト
マ
ト

津
和
野
町

　田
中
と
よ
し 

様

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
入
学
式
も
遅
く
な
っ
た
が
、う
れ
し
く
て
、

う
れ
し
く
て
笑
顔
が
…
す
き
ま
だ
ら
け
の
歯
を
見
せ
て
。

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳

　
　作

◆先月号の答え◆
「サングラス」

昏
睡
す 

田
植
疲
れ
の 

美
容
院

出
雲
市
竹
田
喜
久
子 

様

ド
ク
ダ
ミ
の 

白
き
十
字
架 

薄
明
り
西
ノ
島
町

真
野

　早
苗 

様

梅
雨
の
蝶 

さ
迷
ひ
て
を
り 

弥
陀
の
前
出
雲
市
藤
江

　
　尭 

様

朝
も
や
に 

漁
を
終
へ
た 

返
り
船
松
江
市
岩
成

　恒
子 

様

粉
雪
を 

睫
毛
に
の
せ
て 

郵
便
夫
松
江
市
稲
田

　忠
德 

様

「
家
の
光
」
で
は
俳
句
・
川
柳
・
詩
・
短
歌
を
毎
月
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
へ
も
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

「
家
の
光
」
８
月
号
　
定
価
６
２
９
円
　
ご
購
読
は
、
お

近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（法第35条
の５）および農協法施行規則（第81条）に基づき、理事の職務の適正な
遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事象に限る）の提
供を受付けています。
　当組合理事の組合経営に関する気になる行為について、封書またはＥメー
ルにて下記宛に連絡くださいますようお願いします。

島根県農業協同組合　監事会

連絡先：住　　　　　　所　〒690‒0887 松江市殿町19番地1
　　　　Ｅメールアドレス　kanji.hon@ja-shimane.gr.jp
　　　　部　　署　　名　監査部
　　　　受　付　監　事　常勤監事
※当組合の業務に関する一般的な苦情については、担当部署または支店で受付けて
いますのでご利用ください。
※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いた
しかねますので、予めご了承ください。

組合員からの情報提供窓口の設置について

〒690-0887　松江市殿町19-１
ＪＡしまね　ふれあい福祉課

「俳句の広場係」または「川柳の広場係」
ＦＡＸ：0852-67-7708
Eメール：fureai.hon@ja-shimane.gr.jp

●応 募 方 法
ハガキに、答え、住所、氏名、年齢、電話番
号、本誌に関するご意見・ご感想を記入して、
下記宛先にお送りください。

●賞　　　品
正解者の中から抽選で40名（ＪＡしまね全
体）の方に「ＪＡ商品券」をお贈りします。

●当選者発表
賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●宛先・締切
〒685-0016　隠岐郡隠岐の島町城北町151
ＪＡしまね　隠岐地区本部　「クイズ」係
2020年８月７日（金）（当日消印有効）
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うその理由による共済金
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共済金の範囲内で修理しますので、お客さまの自己負担はありません !
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しまねうれしぴ　島根
産ま

れの

食材
レシ

ピ

トマト………………………２～３個
ピーマン…………………………２個
油……………………………大さじ２
　塩…………………… 小さじ１/２
　しょうゆ………………小さじ２弱
　砂糖……………………大さじ１弱

＊アレンジ＊
・野菜は茄子、ズッキーニ、南瓜、オクラ、ゴーヤ、きゅう

り等なんでもOK！
・牛肉を豆腐、厚揚げ、高野豆腐、豚肉、鶏肉、ベーコン

等に変えても美味しいです。
・にんにくを加えると、さらにスタミナアップ！
・ご飯にかければ、これ１品でバランスの取れた夏野菜スタ

ミナ丼に！

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

本
誌
は
地
球
環
境
に

優
し
い

植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

①玉ねぎ、トマト、ピーマンは食べ
易い大きさに切る。（２×３㎝位）

②牛肉は大きく切り、Aの調味料を
もみ込んで下味をつけてから片栗
粉をまぶす。

③フライパンに油大さじ１を熱し、
ほぐした卵を流し入れ、大きく
ふっくらと焼きあげて、皿に取り
出しておく。

④③のフライパンに残りの油大さじ
１を熱し、②の牛肉を入れて焼き、
火が通ったら卵と同様に取り出し
ておく。

⑤④のフライパンに玉ねぎ、トマト
の順で加えて炒め、Bの調味料で
味をつける。

⑥取り出しておいた卵と牛肉、ピー
マンを加え、炒める。

①茄子はヘタを落として皮をむき、長
さ10㎝太さ１㎝の棒状に切り、水
にさらす。

②茄子の水気を取って、片栗粉を全
体にふりかける。

③Ａの煮汁を煮立て、②の茄子を加
え、中火で10分間煮る。

④長芋の皮をむき、すりおろす。
⑤器に青しそを敷き、その上に茄子

を盛り、長芋をかける。
⑥長芋の上にわさびを乗せ、煮汁を

適量かける。

夏野菜のスタミナ炒め

茄子とろろ

●作り方

●作り方

●材料（４～５人分）

●材料（４人分）

牛肉（薄切り） ……………… 200ｇ
　砂糖………………………小さじ１
　しょうゆ…………………小さじ２
片栗粉………………… 大さじ１/２
卵…………………………………２個
玉ねぎ（大） ……………………１個

茄子………………………………３本
片栗粉………………………大さじ１
長芋…………………………… 15㎝

・夏野菜には、暑
い季節に必要な
栄養素がたっぷ
り含まれていま
す。さらに、油
と一緒に摂るこ
と で 吸 収 率 も
アップします。

・茄子には体の熱
を逃す作用をも
つカリウムが豊
富に含まれてい
ます。

・茄子の皮にはポ
リフェノール が
多く含まれ、抗
酸化作用が高い
食材です。

J
Aし
ま
ね
び
よ
り A

JA
し
ま
ね

検
索
検
索

島根県家の光講師　飯塚生美子先生

健 康
散 歩
け ん こ う さ ん ぽ

JA島根厚生連

夏の冷え症
　夏本番になり熱中症に気をつけることはもちろんですが、冷房の効きすぎなどで夏でも
冷え症に悩まされる人が少なくありません。適切な対策で予防や改善を図りましょう。
　冷え症とは、多くの人が寒さを感じないくらいの温度でも、手足や下半身の一部、また
は全身が冷えてつらい状態のことをいいます。具体的な症状には、「手足の先が冷えて動
かしにくい、ジンジンする」「背中がゾクゾクするほど寒い」や、「手足は冷えているのに、
顔がのぼせる」などが挙げられます。また冷え症は、疲れやすさ、めまい、頭痛、腰痛な
どの不調とも関連しています。
　夏の冷え症が起こる原因には様々な要因があります。室内の冷房の効きすぎや屋外と室
内温度の温度差などの環境要因、またその人自身の服装によっても冷え症が起こりやすく
なります。人間の筋肉量でも冷え症の起こりやすさが異なります。女性は男性に比べて筋
肉の量が少なく、その分熱が発生しにくいことから寒い環境に対応できず、冷えが起こり
やすいとされています。冷たい飲み物、食べ物の過剰摂取も原因になります。冷たい物を
摂りすぎてしまうと、下がった胃腸の温度を戻すために身体の熱が使われたりするため、
末端の冷えにつながりやすくなります。
　夏の冷え症を予防し、改善するためには次のような対策があります。
〇服装： 冷房が効いている職場などでは、カーディガンなどを羽織るようにしたり、ひざ掛け

を使ったりしましょう。また、身体のなかでも足先は冷えやすい部位であるため、足
の冷えがつらい人、特に女性はストッキングの上に靴下を重ねて履くことを勧めます。

〇入浴： 夏はシャワーだけで済ます人が多いですが、冷えを予防・改善するためには、きちん
とお湯につかることが大切です。38～40℃くらいのぬるめのお湯にゆっくりつかるこ
とで副交感神経が優位になり、手足などの末梢の血管が拡張することで全身の血流が
よくなります。この温熱効果に加え、浮力と水圧によって足腰などの筋肉の緊張が緩み、
血流がよくなって末梢まで血液が行き渡り、冷えやむくみの改善に効果があります。
お湯につかる時間は10分間を目安にします。連続してお湯につかっている必要
はありません。体や髪を洗う合間など、何回かに分けて合計10分間お湯につか
ると良いでしょう。

　体調トラブルを起こさぬよう適切な対策と予防を心がけ、夏を乗り越えましょう。

　だし汁……………………２カップ
　しょうゆ（薄口） ………大さじ２
　みりん……………………大さじ１
青しそ……………………………４枚
練りわさび………………………適量

【編集後記】
　ＪＡしまねとＪＡしまね女性部統一行動として、殿町本店でも敷地の片隅にミニトマトの苗を植えました。ＪＡビルに勤務する皆さんから育て方のアドバイスを頂いたり、
大きくなったねと声をかけてもらったり・・・。ミニトマトを通じた“ふれあい”を嬉しく思います。 （木村）

B

＊アレンジ＊
・多めに作って冷やしておけば、すぐに食べられます。
・そうめんの上にトッピングすれば、山かけそうめんの茄子

添えになります。
・茄子の皮は斜め細切りにして、きんぴらに！

A

2020年
７
月
15日
付
発
行
（
月
１
回
発
行
）

編
集
／
ＪＡし

ま
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ふ
れ
あ
い
福
祉
課
・
隠
岐
地
区
本
部
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行
／
島
根
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業
協
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組
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区
本
部
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岐
郡
隠
岐
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